
 

 
いすみ市地域おこし協力隊員募集要項 

 

少子高齢化及び人口減少による地域活力の低下や、コミュニティの存続などが懸念されるなか、市外か

らの人材を誘致し新たな発想・能力を活用することで、定住促進活動を通じて人口の増加による地域の

活性化を推進するとともに、隊員の定住を図るため、以下のとおり地域おこし協力隊員を募集する。 

 

１．募集人数 

地域おこし協力隊員 ２名 

 

２．募集条件 

以下のすべての項目に該当するものを対象とする。 

（１）年齢２０歳以上（応募時点現在） 

（２）応募時に３大都市圏をはじめとする都市地域に居住していて、隊員として採用された場合はいす

み市内に居住し住民票を異動すること。家族での居住も可能。採用される前に既にいすみ市に定住・

定着している者（既に住民票の異動が行われている者等） は対象とならない。 

（３）普通自動車運転免許を持っていること。 

 

３．任期 

初年度の委嘱期間は令和７年１０月１日から令和８年３月３１日までとする。次年度からは年度毎

に委嘱することができるものとし、最長３年間（令和１０年９月３０日まで）とする。 

なお、地域おこし協力隊としてふさわしくないと判断した場合は、委嘱期間中であっても委嘱を解く

ことができるものとする。 

 

４．活動時間、活動日数、休暇日等 

（１）活動時間は原則として７時間４５分とする。 

※始業・終業時間及び休日は活動（業務）の状況により変動する。（早朝・晩の活動あり） 

（２）活動日数は原則として１ヶ月２０日間とする。 

（３）隊員の休暇日は、市と協議のうえ決定する。 

（４）隊員は、年末年始、忌引など別に定める休暇の原因に対し、報償費の支給を受けて活動を行わない

ことができる。 

 

５．報償費等 

報償費及び健康保険等の条件は次のとおり。ただし、隊員は市長から委嘱を受け、その活動の対価と

して、報償費の支給を受けるものとし、隊員と市との雇用契約は存在しない。 

（１）報償費は月額２２２，０００円とする。（１ヶ月間の活動日数が２０日に満たない場合は、１日当

たり１１，１００円の日割り計算により支給するものとする。） 

（２）市との雇用契約は存在しないため、所得税、住民税、国民健康保険税などの税金、介護保険料、年

金保険料などは隊員が納める。 



 

 
６．隊員の活動 

隊員は、地域おこし協力隊として、次に掲げる活動を行う。活動の詳細については、市と協議のうえ

決定する。 

 

分野 いすみ市観光地域づくり法人（ＤＭＯ）で観光地域づくり事業 

活動内容 いすみ市として、これまで「豊かな食と自然環境という地域資源を最大限活用した地域

づくり」を推進しており、ただ従来の狭義の観光にとどまらず、広く訪れる人にとって満

足度の高い地域づくりを行うという観点から現在、新生ＤＭＯの構築（再編）を進めてい

るところです。「住みたい田舎ベストランキング」９年連続で首都圏エリア総合第１位（宝

島社発行『田舎暮らしの本』）となっているほど暮らしの環境がよいいすみ市ですが、「住

みたい」と思っていただくためにも、そのきっかけとしていすみ市に訪れていただき、満

足して帰っていただくことが必要であり、そうした観点のもと、観光も分野横断的に取り

組んでいく必要があります。 

今回、地域おこし協力隊として募集を行うにあたっては、上記のような、「住んでよし、

訪れてよし」の観光地域づくりという長期的な視点を持ちつつ、地域全体で稼ぐという精

神で目の前の課題に一つ一つ取り組み、ＤＭＯの組織・事業づくりに貢献していただける

ような方を募集いたします。具体的な活動内容は面接をしながら決めていくことにはなり

ますが、概ね、以下のような活動を行っていただく予定です。 

 

（１）ＤＭＯでの観光地域づくり事業 

 ＤＭＯに所属し、地域住民や地域事業者、行政などと連携しながら、ＤＭＯ事業のマネ

ジメント・コンテンツの磨き上げ・受入環境の整備・情報発信などを行って頂きます。そ

の際、あくまで地域目線・お客様目線を持ちつつ、自ら考えて行動できる方が望ましいで

す。また、将来に渡り地域全体で稼いでいくためにも、収益コンテンツについては、積極

的に企業・お客様等へセールスプロモーションを行っていくといったオーナーシップを持

つことができる方が望ましく、周囲と円滑なコミュニケーションができる方の応募を大い

に期待します。 

（２）ＤＭＯの運営管理 

 ＤＭＯとして観光地域づくりを進めていくにあたり、法人の持続可能な運営を図り組織

全体の専門性を維持、向上させていくことが必要で、戦略・財務・体制構築のマネジメン

トを担える方を期待しています。 

（３）その他 

 本人の適性や希望に合わせて、ＤＭＯでの事業を新たに立ち上げ、実施することも大い

に歓迎します。 

 

 

 

 



 

 
７．隊員の活動等に対する支援 

市は、隊員が地域において円滑かつ効果的に活動が実施できるよう、以下に掲げる隊員の活動や生活

を支援する。なお、市はその支援業務を、その業務の実施が可能と認められる団体等（支援団体）に委

託することができる。 

（１）隊員が行う活動に関する指導及び支援 

（２）活動拠点となる事務所の確保の支援 

（３）隊員が地域で生活するための住居の確保などの支援 

（４）隊員が地域に定着するための支援 

（５）隊員が行う活動の取組状況、活動の成果等の情報発信 

（６）その他 

 

８．活動経費等の負担 

以下の活動等の経費については、予算の範囲内において、必要に応じて市または支援団体が負担す

る。なお、負担の可否については市及び支援団体と協議のうえ決定する。 

（１）隊員の活動拠点となる事務所の管理に要する通信運搬費等の経費 

（２）隊員の活動に要する消耗品等の事務的経費 

（３）隊員が活動に使用する自動車等の借上料及び燃料費 

（４）隊員が地域おこし協力隊に係る研修プログラムへ参加する場合の負担金及びそれに要する旅費 

（５）隊員の地域おこし協力隊としての活動で受けた傷害に対応するための保険料 

（６）隊員の活動内容や得られた成果等の情報発信に要する経費 

（７）隊員が地域で生活するための住居確保に要する経費（隊員の住居の家賃は月額５万円を限度とし、

超える場合は超過分を隊員が負担する。また、住居における光熱水費、通信費は隊員が負担する。） 

 

９．応募手続 

（１）応募受付期間 

令和７年７月１日（火）から令和７年７月３１日（木）まで 

※令和７年７月３１日（木）必着。 

（２）応募方法 

別紙「いすみ市地域おこし協力隊員応募用紙」に必要事項を記入し、活動目標レポート、履歴書、

住民票（都市部に居住しているかどうかを確認するためのもの）を添付して、いすみ市役所企画政

策課に郵送又は持参。 

（３）書類の配布方法 

募集要項、応募用紙、活動目標レポート用紙については、いすみ市役所企画政策課の窓口で配布す

る。また、いすみ市ホームページからもダウンロードにより入手可能。いすみ市ホームページＵＲ

Ｌ http://www.city.isumi.lg.jp/ 
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１０．選考 

（１）１次選考（書類選考） 

１次選考として、書類選考を行い、結果を令和７年８月８日（金）までに応募者全員に通知する。 

 

（２）第２次選考（面接） 

第１次選考合格者を対象に令和７年８月２２日（金）に第２次選考試験（面接）を行う。 

 

（３）最終選考結果の報告 

最終結果報告は、令和７年９月５日（金）までに文書で第２次選考受験者全員に通知する。 

なお、応募に係る経費はすべて応募者の負担とする。 

 

１１．応募、問い合わせ先 

〒２９８－８５０１ 

千葉県いすみ市大原７４００－１ 

いすみ市役所 企画政策課 （担当：江澤・鈴木） 

Tel：０４７０－６２－１３８２ 

Fax：０４７０－６３－１２５２ 


